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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このページについては、木村がしゃべります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このページについても、木村がしゃべります。
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プレゼンテーションのノート
このページについても、木村がしゃべります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このページについても、木村がしゃべります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このページについて木村がしゃべったあと山田先生にバトンタッチします。ここから最後まで、山田先生がお話ください。
せりふについては、僕が一応考えたものなので、どのように変更していただいても結構です。
追加。削除もご自由になさってください。

「では、続きまして鎌田小学校の実践について報告させていただきます。」＜クリック＞。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほども木村先生が少し触れられましたが、鎌田小学校でも、民博に行き展示資料を調査し、自分で作ってみたいものを決定し、ダンボールなど限られた材料を使用しながら展示資料を製作し「ミニ博物館」をつくるという実践を行ってきました。この写真は、「わんぱく博物館」と銘打ち廊下を展示場とし２００５年のものです。地域に学校を開放するオープンスクールに合わせて開館したのですが、他学年や地域の方々にも好評でした。＜クリック＞
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その後、みんぱくのみんぱっくを参考とし、日本文化を紹介するアウトリーチ教材を製作しました。最初は、自分たちの学びのためにということだったのですが、マレーシアへ送ることが、本決まりになったとたん、生徒のテンションは、ものすごく上がりました。この表は、生徒が、日本文化を紹介する資料として選択したものです。やはり、小学４年生ですので身近なものが中心となっています。＜クリック＞




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
風鈴についての絵です。単に風鈴の音だけではなく、日本の夏の様子を示す花火の絵と合わせて描いているところなど、自分は指導していた側ですが、とてもよくできていると思います。小学生が選ぶものは身近なものが中心になりがちですが、解説ラベルに関するアイデアは、非常に豊富で驚かされます。文教大学の大学生が作成したもの、香芝西中生が作成したもの、ともに風鈴は入っていたようなのですが、花火や夏の風景と重ね合わせて知らせようという発想はなかったので素晴らしいと言っていただきました。＜クリック＞




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
トランプです。トランプは、マレーシアにもあると思うのですが、「日本といえばやはりウルトラマンやで」という子どもの意見からこれを選びました。「トランプ」と「ウルトラマン」の両方を知らせることのできるスグレモノだと思っています。先ほどの木村先生の話から、マレーシアの子どもたちはウルトラマンを知っており、大学生・中学生版に入っていて欲しかったということでしたので、今回これを選んだことは正解だったと思います。＜クリック＞
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ウルトラマンのキャラクターを入れながら、遊び方を説明した解説ラベルです。＜クリック＞




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こどもが選んだ資料を並べた写真です。＜クリック＞




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
凧を包装しているところです。凧など折れやすいので、特に慎重に扱っていました。＜クリック＞




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
包装を終え、アタッシュケースに詰めているところです＜クリック＞




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後にアタッシュケースの一番上に、自分たち４年生全員の写真とメッセージを入れました。
「ここで、山田先生ご自身のこの取組みに対する感想を少し、お話ください」＜クリック＞


R

EIEDIGR

n [RL—L 7T, BRI BME =B AERRIC
FEAINSIELVSERIREDORENREDER
M UVFEL,

m Al EELNERLITAAIESIDEY R
RARLEGY ., INEEDFEVICRIBEEE A=,

s /NEEDEREEOREEINEFTOHEVICES
L3018 TH-T=,

m PEREAEREZFSZESDIL—TDFEL=E
DODRETIE. TBERXEZRLSETSHE/IFE. [ZF
HIICBET HE/P. BERDIUH ., T ADBR
=159 5E€/THoT-=,



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このページについては、木村が話しても、山田先生がそのままの勢いで話されてもどちらでもかまいません。
山田先生がお決めください。
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